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浅野智之. リウマチ診療における関節エコーの有用性. 福島リウマチームワークショップ; 20211106; 福島. 
 
佐藤秀三. BLISS-LNデータから考えるベリムマブの新たな治療戦略. 全身性エリテマトーデスWEBセミナー; 
20211117; Web. 
 
〔シンポジウム〕 
 
右田清志. 家族性地中海熱の診療ガイドラインの改訂. 第4回日本免疫不全・自己炎症学会総会・学術集会; 
20210206-07; 東京. 
 
右田清志, 藤田雄也, 松本聖生, 中村正. SAA機能の多様性. 第8回日本アミロイドーシス学会学術集会; 
20211119; 東京. 
 
〔特別講演〕 
 
右田清志. 内科領域で経験する自己炎症性疾患. 第30回日本リウマチ学会近畿支部学術集会; 20210905; 奈良. 
 
右田清志. 関節リウマチ膠原病における帯状疱疹とワクチン. 第62回九州リウマチ学会; 20210911-12; 熊本. 
 
〔招待講演〕 
 
右田清志. 内科領域で経験する自己炎症性疾患. 第10回東北免疫不全症研究会; 20210227; 仙台. 
 
右田清志. パイリン関連自己炎症性疾患. 第65回リウマチ学会総会・学術集会; 20210426-28; 神戸. 
 
右田清志. サイトカインからリウマチ性疾患の炎症病態を考える. 第34回日本臨床内科医学会; 20210919; 福島. 
 
〔その他〕 
 
浅野智之. 手関節手技解説. 関節リウマチエコーセミナー; 20210109; 山形. 
 
右田清志. 自己免疫疾患に対する診断と治療. 旭化成ファーマ株式会社社内勉強会; 20210209; 福島. 
 
藤田雄也. 関節リウマチ診療の現状とチーム医療. 関節リウマチWEBセミナー; 20210219; Web. 
 
藤田雄也. 関節リウマチ診療の現状とチーム医療. RA Nurse Seminar in Tohoku; 20210227; 福島. 
 
藤田雄也. 成人スチル病の自己炎症バイオマーカーの探索. 第5回福島県RAセミナー; 20210305; 福島. 
 
右田清志. オルミエントの有効性を考える. RA Experts Online Seminar; 20210309; Web. 
 
浅野智之. 壊疽性膿皮症と併存疾患/パネリスト. 壊疽性膿皮症診療連携セミナー; 20210311; 福島. 
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右田清志. 高齢RAの治療について治療標的としてのTNFの意義. 福島県リウマチWEBセミナー; 20210312; 
Web. 
 
浅野智之. 関節リウマチの病態・診断. 令和2年度北海道・東北地区リウマチの治療とケア教育研修会; 
20210314; Web. 
 
右田清志. 自己炎症性疾患の診断と治療. 高知県膠原病・リウマチセミナー; 20210326; 福島. 
 
右田清志. オルミエントの有効性について考える. Lilly JAK WEB Seminar; 20210413; Web. 
 
古谷牧子. 関節リウマチの診療と治療. 旭化成ファーマ株式会社外部講師招聘講演会; 20210423; Web. 
 
右田清志. 自己炎症性の診断と治療. いわて免疫セミナー; 20210513; 福島. 
 
天目純平. 関節エコーを用いた外来診療.臨床的寛解とエコー寛解について. Northern Japan Echo Symposium; 
20210521; 福島. 
 
藤田雄也. リウマチ膠原病内科における自己炎症性疾患・自己免疫性疾患の一例. 3rd Interactive Meeting in 
Fukushima～自己炎症性疾患、自己免疫性疾患の診断と治療を考える～; 20210521; 福島. 
 
右田清志. 家族性地中海熱 up-to date. 3rd Interactive Meeting in Fukushima～自己炎症性疾患、自己免疫性疾

患の診断と治療を考える; 20210521; 福島. 
 
浅野智之. 関節エコーと撮像手技の解説と実技. 盛岡ハンズオンセミナー; 20210522; 福島. 
 
右田清志. RA治療の変革とJAK阻害剤について. RA診療を考える会 in会津若松; 20210602; 福島. 
 
藤田雄也. Cold inducible RNA binding protein (CIRP)によるインフラマソーム活性化機構. Rheumatology 
conference; 20210612; 福島. 
 
松本聖生. 炎症性サイトカインと免疫チェックポイント分子による関節リウマチの病型分類. Rheumatology 
conference; 20210612; 福島. 
 
右田清志. サルコイドーシスにおける呼吸器症状. 難治性疾患研究 in Fukushima; 20210628; 福島. 
 
右田清志. 高齢RAの治療について～治療標的としてのTNFの意義～. シンポニー発売10周年記念WEBセミ

ナー; 20210708; Web. 
 
右田清志. 関節エコーによるPsAの鑑別と治療. PsA Web Seminar in Fukushima; 20210907; Web. 
 
古谷牧子. 関節リウマチ総論と治療におけるTNF阻害薬の重要性. 田辺三菱製薬株式会社関節リウマチ社内講師

研究会; 20210929; 福島. 
 
藤田雄也. 感染リスクの高いリウマチ患者さんの治療方針を考える. Comorbidities Seminar in 福島; 20211008; 
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福島. 
 
右田清志. ASDにおける診断・治療の現状と課題とは？ ASDを考える会 in南東北; 20211013; 福島. 
 
天目純平. 全身性エリテマトーデスの概要と希少病態. 福島リウマチームワークショップ2021; 20211106; 福島. 
 
吉田周平. 当科における高安動脈炎治療TCZ使用例と非使用例での比較. 第7回福島県 IL-6講演会; 20211217; 
福島. 
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